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から1つの正立像










長い間まったく苦しめた（ego diutissimè sanè me torsi）」，と。すなわち，彼は，眼球内で光線を
再度反転させて正立像を得ようと「長い間」必死で努力したのである。そして，それが不可能
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の点において，一本の線に沿って到達するものだけを感覚するならば
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，水晶体前表面の像
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のだから，照らすことにおいてほとんどまったく異ならない
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べてが反転されて受け取られるのに対し
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とするならば，全方向に逆転された像も，左右方向のみ反転した鏡像に劣らず「不合理」であろ
う。















（ 2）David C. Lindberg, “Theories of Vision from Al-Kindi to Kepler”, 1976, ChicagoおよびAlistair C. Crombie, “The 
Mechanistic Hypothesis and the Scientific Study of Vision”, in “Science, Optics and Music in Medieval and Early 








（ 8）『ウッテロへの補足』第5章第2節（GW―2:151:34―152:6）。ケプラーからの引用はすべて，Johannes Kepler, 
“Gesammelte Werke”, ed. by Walther von Dyck and Max Casper, vol. 21, München, 1937―2002より。以下“GW”
と略記して，上記のように巻数，ページ数，行数を順に :で結んで表示する。なお，『ウッテロへの補足』に





（11）Gérard Simon, “La théorie cartésienne de la vision, réponse à Kepler et rupture avec la problématique 













（14）光学における数学的研究の伝統に属する者たちを指す用語。Lindberg, p. 251, 註1参照。
（15）“Opticæ thesaurus Alhazeni Arabis libri septim...”, ed. by Friedrich Risner, Basel, 1572. アルハゼンからの引用
は，すべてこの書のリプリント，Lindbergによる序文付き，New York, 1972より。以下“OT”と略記して，
ページ数，行数を順に :で結んで表示する。リスナーおよびリスナー版については，Lindberg, p. 185参照。





























（39）Lindberg, p. 10，Crombie, p. 184―5によれば，ガレノスに由来する。
（40）Lindberg, p. 78参照。
（41）『光学の宝庫』第2巻第1章命題2（OT:25:12―15）。
（42）同（OT:25:23―30）。
― 22 ―
名古屋学院大学論集
（43）ベーコンの表現。『大著作』第5部第1部門第7篇標題（OM―2:47:2）。
（44）『光学の宝庫』第2巻第1章命題2（OT:25:38―44）。
（45）『大著作』第5部第1部門第7篇第1章（OM―2:47:l. 14―25）。
（46）『光学の宝庫』第1巻第15章命題29（OT:17:23―37）。
（47）前註（19）参照。『ウッテロへの補足』第5章第4節（GW―2:188:4―7）。
（48）ケプラーが同箇所（GW―2:187:37―39）で引用するポルタの『自然魔術』の文。むろん，スクリーンの位
置を水晶体とするのは不適切であり，当時のアルハゼン的常識に従ったものであろう。ケプラーも直後に
批判する（GW―2:188:30―189:5）のだが，ポルタが水晶体上の像とカメラ・オブスクーラという両立しえな
いものを併置していることは，彼が幾何学的分析を無視し，問題を理解していないことの証左であろう。
Lindberg, p. 183―184参照。
（49）Lindberg, p. 75参照。
（50）『光学の宝庫』第7巻第2章命題8（OT:241:13―25）。
（51）『大著作』第5部第1部門第6篇第2章 (OM―2:38:2―5）。
（52）『光学の宝庫』第1巻第5章命題18（OT:10:27―29）。
（53）同第7巻第2章命題8（OT:241:25―26）。
（54）同第7巻第6章命題37。引用は順にOT:268:60―61，OT:269:6―7。
（55）『大著作』第5部第3部門第2篇第1章。引用は順にOT:147:32―34，OT:148:10―12。
（56）『大著作』第5部第1部門第6篇第2章。引用は順にOT:38:31―33，OT:38:25―31。
（57）前註（30）。
（58）『ウッテロへの補足』第5章第3節第24命題系（GW―2:179:16―23），同第2節（GW―2:156:33―38）参照。
（59）同第4節（GW―2:184:12―19）。
（60）同（GW―2:183:25―26）。
（61）同（GW―2:184:34―38）。
（62）同第1節（GW―2:144:7―22）。
（63）前註（13）。
（64）『ウッテロへの補足』第5章第4節。引用は順にGW―2:185:24―25，GW―2:185:28，GW―2:185:21，GW―
2:185:38―39。
（65）1604年12月23日，ヨハン・ブレンガーからケプラーへの書簡（GW―15:90:36―91:1）。
（66）『ウッテロへの補足』第5章第4節（GW―2:186:41）。
（67）前註（12）参照。次稿以降の課題とする。
